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1面　５月臨時会ダイジェスト
　　  ６月定例会ダイジェスト
2面　ピックアップ本会議
　　　  
3面　ピックアップ委員会
　　  本会議・委員会を傍聴しませんか
　　  県議会だよりに寄せられたご意見
4面　委員会の新しい構成
　　  県議会公式Twitterフォローキャンペーン
　　  写真コンクール「夏の部」入選作品
　　  題字コンクール作品募集
　　  写真コンクール作品募集
　　  県議会クイズ
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～

本 号 の 内 容

令和４年度県議会だより題字コンクール　特選作品　作者／德永　彩心さん（浜松湖南高校）

議会の日程や質問議員・項目、インターネット中継、キッズサイト、
議員の紹介、本会議や委員会の会議録などを掲載しています。

県議会ホームページのご案内
パソコンやスマホでもご覧になれます。

（音声による「声の県議会だより」もあります。）

インターネット版県議会だよりのご案内

議会の情報をいち早くお届けします。

県議会公式 Twitter のご案内

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
23
日
か
ら
７
月
13
日

ま
で
の
21
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
日
に
知
事
か
ら
28
議
案
が
提
出
さ
れ
、

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
緊
急
を
要
す
る
３
議

案
に
つ
い
て
、
常
任
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、

同
日
可
決
し
ま
し
た
。

　
代
表
質
問
及
び
一
般
質
問
で
は
13
人
の
議
員

が
登
壇
し
、
知
事
の
政
治
姿
勢
や
激
甚
化
・
頻

発
化
す
る
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
、
物
価
高
騰
対

策
な
ど
県
政
全
般
に
わ
た
り
活
発
な
議
論
を
交

わ
し
ま
し
た
。
６
月
29
日
に
は
、
地
域
公
共
交

通
対
策
と
子
ど
も
の
孤
立
対
策
の
２
つ
の
特
別

委
員
会
の
設
置
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
７
つ
の
常
任
委
員
会
で
議
案
の
詳

細
な
審
査
を
行
い
、
建
設
委
員
会
で
は
、
伊
豆

地
域
に
お
け
る
有
料
道
路
事
業
に
つ
い
て
、
Ｅ

Ｔ
Ｃ
専
用
レ
ー
ン
の
早
期
導
入
等
を
求
め
る
附

帯
決
議
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
７
月
12
日
の
本
会
議
で
は
、
各
常
任
委
員
長

の
審
査
結
果
の
報
告
の
後
、
討
論
を
経
て
、
25

議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
ま
た
は
同
意
す
る
と

と
も
に
、
国
に
対
す
る
５
件
の
意
見
書
案
が
提

出
さ
れ
、
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
知
事
か
ら
、
令
和
３
年
11
月
の
辞
職

勧
告
決
議
を
受
け
た
際
に
表
明
し
た
自
身
の
給

与
と
期
末
手
当
の
返
上
に
関
し
て
報
告
が
あ
り
、

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
議
員
か
ら
「
川
勝
平
太
知

事
に
対
す
る
不
信
任
決
議
案
」
が
提
出
さ
れ
、

７
月
13
日
午
前
０
時
過
ぎ
の
本
会
議
に
お
い
て
、

記
名
投
票
の
結
果
、
賛
成
50
票
、
反
対
18
票
で

可
決
に
必
要
な
51
票
（
出
席
議
員
の
４
分
の
３

以
上
）
を
下
回
り
否
決
し
ま
し
た
。

※
記
名
投
票
の
各
議
員
の
賛
否
は
２
面
に
掲
載
。

※
知
事
に
対
す
る
不
信
任
決
議
案
の
提
出
は
50
年
ぶ
り
。

※
午
前
０
時
を
越
え
て
の
本
会
議
は
68
年
ぶ
り
。

　
５
月
19
日
、
５
月
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
正
副
議
長
選
挙
を
行
い
、
中
沢
公
彦

議
長
と
鈴
木
澄
美
副
議
長
を
選
出
、
続
い
て

常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
等

を
選
任
す
る
と
と
も
に
、
静
岡
地
方
税
滞
納

整
理
機
構
議
会
議
員
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
知
事
か
ら
提
出
さ
れ
た
監
査
委
員

の
選
任
議
案
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

5
月
臨
時
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

6
月
定
例
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

◎
頻
発
化
す
る
線
状
降
水
帯
の
発
生
に
対
す
る

災
害
復
旧
事
業
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

◎
国
民
皆
歯
科
健
診
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

◎
保
育
士
の
配
置
基
準
の
見
直
し
及
び
処
遇
改

善
を
求
め
る
意
見
書

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
後
遺
症
に

対
す
る
取
組
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

◎
特
別
支
援
学
校
・
学
級
等
へ
の
教
員
等
の
適

切
な
配
置
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書
（
件
名
）

■物価高克服に向けた追加策
　　　　　　　　　　　＜92億3500万円＞

・エネルギー価格高騰の影響を受ける消費
者の負担軽減を図るため、LPガス料金の
値引きを行うための経費の助成（新規）

・エネルギー価格高騰の影響を受ける事業
者の事業継続を支援するため、中小企業
等に対する電気料金の助成（新規）   ほか

■その他＜6600万円＞
・令和４年台風15号被災中小企業の再建

支援　　　　　　　　　　　　　   ほか

主な事業 ◆
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
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億
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万
円

６
月
定
例
会  

可
決
し
た
主
な
議
案

第
116
代 

議
長

き
み
ひ
こ

中
沢　
公
彦

な
か
ざ
わ

選
出
さ
れ
た
正
副
議
長

第
122
代 

副
議
長

鈴
木　
澄
美

す
ず
き

す
み
よ
し
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知事不信任決議案の記名投票
（動画は二次元コードから）
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処
に
県
議
会
に
報
告
す
る
。
そ
の

上
で
、
第
三
者
等
に
よ
る
確
認
が

必
要
と
さ
れ
る
論
点
が
あ
れ
ば
、

外
部
有
識
者
の
選
定
な
ど
、
体
制

を
整
え
た
上
で
検
証
を
行
う
。

 

く
ら
し・環
境

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
課
題
解
決
の
方
策

建
設
促
進
と
水
資
源
の
保
全

等
の
両
立
と
い
う
難
題
を
解

決
す
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
東
海
社
長
と

の
ト
ッ
プ
会
談
を
行
う
考
え
は
。

本
県
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
整
備
に
賛
成
だ
が
水
資
源

や
自
然
環
境
が
犠
牲
に
な
っ
て
は

な
ら
ず
、
本
県
の
指
摘
事
項
に
対

し
て
Ｊ
Ｒ
東
海
は
納
得
で
き
る
回

答
を
出
す
義
務
が
あ
る
。
ま
ず
は
、

県
専
門
部
会
等
で
実
務
的
に
科
学

的
・
工
学
的
な
議
論
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
が
、
ト
ッ
プ
会

談
は
難
局
打
開
や
信
頼
醸
成
の
た

め
に
も
重
要
で
大
変
有
意
義
な
こ

と
で
あ
る
た
め
、
ト
ッ
プ
会
談
の

開
催
も
念
頭
に
対
話
を
進
め
る
。

   

産　
業

県
内
企
業
の
労
働
力
確
保

労
働
力
不
足
が
深
刻
に
な
る

と
予
測
さ
れ
る
中
、
県
内
外

の
若
者
に
本
県
企
業
の
魅
力
を
一

層
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
今

後
の
取
り
組
み
は
。

本
県
で
暮
ら
暮
ら
し
、
働
く
こ
と

へ
の
興
味
・
関
心
を
促
す
情

報
提
供
を
継
続
的
に
行
い
つ
つ
、

今
年
度
は
新
た
に
、
大
学
生
の
目

線
で
本
県
企
業
の
魅
力
を
伝
え
る

企
業
情
報
誌
を
発
行
す
る
な
ど
、

情
報
の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、
こ

  
行　
政

特
別
委
員
会
の
提
言
へ
の
対
応

逢
初
川
土
石
流
災
害
に
係
る

行
政
対
応
の
再
検
証
を
求
め

る
提
言
へ
の
対
応
は
。

砂
防
法
や
森
林
法
等
、
新
た

に
指
摘
さ
れ
た
論
点
に
つ
い

て
、
対
象
法
令
の
所
管
課
等
を
構

成
員
と
す
る
内
部
の
検
証
組
織
を

設
置
し
、
裁
判
の
場
で
究
明
が
進

め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
除
い
て
徹

底
し
た
検
証
を
行
う
。
検
証
結
果

は
、
検
証
の
過
程
も
含
め
て
公
表

し
、
令
和
５
年
９
月
定
例
会
を
目

れ
ま
で
以
上
に
県
内
学
生
へ
の
働

き
か
け
を
強
め
、
地
元
で
の
活
躍

を
希
望
す
る
若
者
の
増
加
に
つ
な

げ
、
本
県
経
済
の
成
長
に
必
要
な

労
働
力
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。学生による企業情報誌発行の勉強会

 

医
療・福
祉

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
支
援

物
価
が
高
騰
す
る
中
、
経
済

的
基
盤
が
弱
い
ひ
と
り
親
家

庭
に
対
す
る
支
援
は
。

経
済
的
支
援
と
し
て
児
童
扶

養
手
当
受
給
者
へ
特
別
給
付

金
を
支
給
す
る
と
と
も
に
、
貸
付

金
制
度
を
拡
充
し
た
。
就
業
的
支

援
で
は
「
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
で
就
業
相
談
等
を
実
施

し
、
企
業
に
対
し
て
は
、
ひ
と
り

親
の
方
が
希
望
す
る
就
労
条
件
に

合
っ
た
求
人
枠
を
確
保
す
る
よ
う

協
力
を
求
め
て
い
く
。
各
種
支
援

制
度
を
掲
載
し
た
「
ひ
と
り
親
家

庭
の
し
お
り
」
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の

情
報
発
信
・
相
談
に
よ
り
一
人
一

人
に
確
実
に
情
報
を
伝
え
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
医
療
対
策

３
年
間
の
医
療
対
策
を
ど
う

総
括
し
、
将
来
に
備
え
る
か
。

院
内
で
の
感
染
対
策
不
足
や
、

患
者
受
入
れ
の
風
評
被
害
へ

の
危
惧
等
も
あ
り
、
受
入
病
院
や

発
熱
外
来
の
拡
充
が
円
滑
に
進
ま

ず
、
ま
た
、
保
健
所
業
務
が
ひ
っ

迫
を
繰
り
返
し
感
染
者
へ
の
対
応

等
が
遅
れ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

関
係
機
関
と
議
論
し
た
具
体
的
対

策
を
今
年
度
改
定
の
感
染
症
予
防

計
画
に
盛
り
込
み
、
ふ
じ
の
く
に

感
染
症
管
理
セ
ン
タ
ー
に
引
き
継

ぐ
。
セ
ン
タ
ー
で
は
流
行
の
初
期

段
階
か
ら
の
医
療
提
供
体
制
の
構

築
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
保
健
所

業
務
の
効
率
化
な
ど
に
努
め
る
。

先
天
性
難
聴
児
の
療
育
体
制

早
期
療
育
の
場
の
整
備
や
、

音
声
言
語
獲
得
の
指
導
を
行

う
専
門
家
の
育
成
が
急
務
と
考
え

る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

先
進
的
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
子

ど
も
の
聞
こ
え
の
状
況
に
応
じ
た

療
育
手
法
の
活
用
に
向
け
た
効
果

検
証
や
、
新
た
な
療
育
体
制
の
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
音
声
言
語
獲
得
を
目
指

す
全
国
初
の
試
験
的
な
療
育
の
場

の
整
備
を
視
野
に
体
制
の
検
討
を

進
め
る
。
ま
た
、
難
聴
児
支
援
に

関
わ
る
人
材
育
成
の
た
め
、
静
岡

社
会
健
康
医
学
大
学
院
大
学
に
聴

覚
・
言
語
コ
ー
ス
を
開
設
し
た
。

  

安
全・安
心

「
わ
た
し
の
避
難
計
画
」の
普
及

県
民
一
人
一
人
の
避
難
行
動

の
助
け
と
な
る
「
わ
た
し
の

避
難
計
画
」
の
普
及
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

地
域
の
防
災
士
等
を
「
わ
た

ひ
な
普
及
員
」
と
し
て
養
成

し
、
地
域
の
防
災
訓
練
等
に
お
い

て
県
民
の
皆
様
の
計
画
作
成
を
支

QA

QA

   

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

本
会
議

 

６
月
定
例
会
本
会
議
の
質
問
と
答
弁
か
ら

代

表

質

問

一

般

質

問

６
月
30
日
午
後

曳ひ
き
た田　
　

卓た
か
し

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

６
月
29
日
午
後

山や
ま
も
と本　
隆た

か
ひ
さ久

（
無　
　
所　
　
属
）

６
月
28
日
午
後

田た
ぐ
ち口　
　

章あ
き
ら

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

６
月
30
日
午
後

加か
ば
た畑　
　

毅た
け
し

（
自
民
改
革
会
議
）

６
月
29
日
午
後

大お
お
い
し石　
健け

ん
じ司

（
自
民
改
革
会
議
）

６
月
29
日
午
前

蓮は
す
い
け池　
章し

ょ
う
へ
い平

（
公
明
党
静
岡
県
議
団
）

７
月
３
日
午
後

佐さ

ち地　
茂し

げ
と人

（
自
民
改
革
会
議
）

６
月
29
日
午
後

木き
う
ち内　
　

満み
つ
る

（
自
民
改
革
会
議
）

７
月
３
日
午
後

小こ

な

が

い

長
井
由よ

し
お雄

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

６
月
30
日
午
前

望も
ち
づ
き月
香か

よ

こ

世
子

（
自
民
改
革
会
議
）

７
月
３
日
午
後

天あ
ま
の野　
　

一は
じ
め

（
自
民
改
革
会
議
）

６
月
30
日
午
前

沢さ
わ
だ田　
智と

も
ふ
み文

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

６
月
28
日
午
前

勝か
つ
ま
た俣　
　

昇の
ぼ
る

（
自
民
改
革
会
議
）

※二次元コードから各議員の質問の録画中継をご覧いただけます

白票（賛成）50人
伊 藤 謙 一
河 原 﨑　 全
大 石 健 司
勝 俣　 昇
桜 井 勝 郎
鈴 木 澄 美
江 間 治 人
木 内　 満
市 川 秀 之
増 田 享 大
竹 内 良 訓
杉 山 盛 雄
早 川 育 子

山 本 彰 彦
天 野 多 美 子
望 月 香 世 子
伊 丹 雅 治
遠 藤 行 洋
土 屋 源 由
河 原 崎　 聖
坪 内 秀 樹
鈴 木 啓 嗣
良 知 淳 行
落 合 愼 悟
植 田　 徹
蓮 池 章 平

加 藤 祐 喜
加 畑　 毅
小 沼 秀 朗
牧 野 正 史
塚 本　 大
佐 地 茂 人
藤 曲 敬 宏
飯 田 末 夫
鳥 澤 由 克
和 田 篤 夫
中 沢 公 彦
中 谷 多 加 二

赤 堀 慎 吾
岩 田 徹 也
杉 本 好 重
山 本 隆 久
盛 月 寿 美
中 田 次 城
野 田 治 久
西 原 明 美
相 坂 摂 治
宮 沢 正 美
鈴 木 利 幸
天 野　 一

中 山 真 珠
沢 田 智 文
伊 藤 和 子
田 口　 章
曳 田　 卓

松 井 優 介
良 知 駿 一
伴 　 　 卓
小 長 井 由 雄
四 本 康 久

鈴 木 唯 記 子
川 崎 和 子
大 石 哲 司
佐 野 愛 子

杉 山　 淳
田 中 照 彦
田 内 浩 之
阿 部 卓 也

青票（反対）18人

 川勝平太知事に対する不信任決議案
  記名投票の各議員の賛否

QA

Q

QA

QA

A

QA

■
会
派
別
議
員
数

   

（
令
和
５
年
８
月
７
日
現
在
）

自
民
改
革
会
議　
　
　
　
　
　
　
　
40
人

ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ　
　
　
　
17
人

公
明
党
静
岡
県
議
団　
　
　
　
　
　
５
人

無
所
属　
　
　
　

                              

６
人

定
数
68
人　

現
員
68
人

「議案に対する各会派等の賛否」
については、こちら︎ ▶

可決に必要な51票（出席議員の4分の3以上）を下回り否決した。

議員名は議席番号順に掲載

県議会だよりは紙面の都合上質問と答弁の一部を掲載していますが、県議会のホームページでは全ての質問と答弁など本会議の模様を動画でご覧いただけます。　　　　　　　        と入力して静岡県議会 中継 検索
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福
岡
で
開
催
さ
れ
る
世
界
水
泳
選

手
権
へ
出
場
す
る
海
外
チ
ー
ム
の

県
内
合
宿
等
の
誘
致
に
成
功
し
た
。

今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
も
と
よ

り
、
豊
か
な
自
然
環
境
、
交
通
ア

ク
セ
ス
な
ど
本
県
の
魅
力
を
周
知

す
る
Ｈ
Ｐ
を
立
ち
上
げ
る
ほ
か
、

首
都
圏
等
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
展
開
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
地
域
と
経
済
の
活
性
化
を
推

進
し
て
い
く
。

観
光
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
利
活
用

観
光
需
要
の
回
復
に
向
け
た

観
光
デ
ー
タ
の
利
活
用
策
は
。

多
様
化
す
る
旅
行
者
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
４

年
度
に
観
光
ア
プ
リ
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
を

用
い
て
位
置
情
報
等
の
旅
行
デ
ー

タ
を
取
得
・
分
析
し
、
結
果
を
市

町
や
観
光
事
業
者
等
に
還
元
す
る

こ
と
で
、
市
町
等
が
提
供
す
る
サ

ー
ビ
ス
や
販
売
促
進
策
を
見
直
す

契
機
と
な
っ
た
。
令
和
５
年
度
は

デ
ー
タ
活
用
が
進
ん
で
い
な
い
市

町
に
専
門
家
を
派
遣
し
、
旅
行
者

の
属
性
や
周
遊
デ
ー
タ
等
を
総
合

的
に
分
析
し
、
地
域
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
強
化
と
戦
略
的
誘
客
に
つ

な
げ
る
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

県
の
公
式
観
光
ア
プ
リ
。
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｓ

（
テ
ィ
ッ
プ
ス
）
はTo

urism
 

Info
rm

atio
n Platfo

rm
 o

f 
Shizuoka

の
略
。
県
内
の
観
光
施

設
紹
介
や
経
路
検
索
、
プ
ッ
シ
ュ
通

知
に
よ
る
情
報
発
信
の
ほ
か
、
旅

行
者
の
性
別
や
年
代
区
分
に
応
じ
た

嗜
好
等
も
把
握
で
き
る
。

観
光
ア
プ
リ
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｓ

用
語
解
説

ー
ル
へ
の
支
援
を
早
急
に
検
討
す

べ
き
で
は
。

不
登
校
者
数
が
増
え
る
中
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
、

公
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
民

間
施
設
へ
の
支
援
の
制
度
設
計
を

国
へ
働
き
掛
け
る
と
と
も
に
、
県
、

市
町
、
学
識
経
験
者
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
の
関
係
者
が
協
議
す
る

場
を
設
け
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の

授
業
料
、
利
用
者
数
等
の
実
態
や
、

児
童
生
徒
が
直
面
す
る
課
題
等
を

十
分
に
把
握
し
、
令
和
６
年
度
以

降
の
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

 

文
化・観
光

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
評
価
と
今
後
の
在
り
方

県
立
劇
団
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
県
民

認
知
度
の
受
け
止
め
と
今
後

の
在
り
方
へ
の
考
え
は
。

国
際
的
評
価
は
高
い
が
、
Ｐ

Ｒ
不
足
等
に
よ
り
県
民
認
知

度
は
29
・
３
％
に
と
ど
ま
る
。
Ｓ

Ｐ
Ａ
Ｃ
を
核
に
演
劇
を
活
性
化
し

て
人
材
育
成
や
観
光
活
用
等
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
今
年
度
は
東

ア
ジ
ア
文
化
都
市
２
０
２
３
静
岡

県
の
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
起
用

し
、
知
名
度
向
上
を
図
る
。
専
用

使
用
す
る
舞
台
芸
術
公
園
で
の
イ

ベ
ン
ト
実
施
や
園
内
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
開
設
に
よ
る
観
光
利
用
を
進
め

る
な
ど
一
般
利
用
の
可
能
性
に
つ

い
て
も
議
論
を
深
め
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
推
進

「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

Shizuoka

」
の
取
り
組
み
は
。

４
月
の
設
立
以
降
、
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

連
携
し
、
大
会
・
合
宿
誘
致
の
広

域
的
調
整
に
取
り
組
み
、
７
月
に

  
教
　
育

小
中
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

教
員
の
長
時
間
勤
務
解
消
に

向
け
た
業
務
改
善
方
策
は
。

令
和
５
年
度
か
ら
「
業
務
改

善
『
夢
』
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
を
全
校
に
配
置
し
、
学
校
間

で
課
題
や
手
法
を
共
有
し
、
効
果

が
高
い
改
革
手
法
は
全
県
で
展
開

す
る
。
ま
た
、
県
等
か
ら
の
文
書

の
削
減
、
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た

文
書
の
共
有
、
生
成
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ

タ
ル
採
点
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
、

教
育
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
働
き
方
改
革
を

加
速
す
る
。
さ
ら
に
、
市
町
や
地

域
、
保
護
者
と
連
携
し
、
学
校
・

教
員
が
担
っ
て
き
た
役
割
や
業
務

の
見
直
し
を
進
め
、
県
民
理
解
を

得
る
た
め
の
発
信
等
を
行
う
。

各
小
中
学
校
の
業
務
改
善
を
推
進
す

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。
若
手
教
員

か
ら
選
出
さ
れ
、持
続
可
能
な
業
務
改

善
の
実
現
を
目
指
し
、
新
し
い
視
点

や
発
想
か
ら
業
務
改
善
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
好
事
例
の
共
有
・
啓
発

を
行
う
。

業
務
改
善『
夢
』コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

用
語
解
説

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の
学

び
の
場
と
し
て
フ
リ
ー
ス
ク

援
し
て
い
く
。
ま
た
、
普
及
に
継

続
的
に
取
り
組
む
市
町
に
対
し
て
、

自
主
防
災
組
織
の
活
動
経
費
な
ど

へ
の
補
助
率
を
引
き
上
げ
、
財
政

支
援
す
る
。
さ
ら
に
、
学
校
現
場

と
の
連
携
に
よ
り
家
庭
へ
の
普
及

を
図
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
「
ジ

ュ
ニ
ア
防
災
士
養
成
講
座
」
に
お

い
て
も
計
画
作
成
に
取
り
組
む
。

身
の
回
り
の
災
害
リ
ス
ク
に
備
え
て
、

「
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
」で「
ど
こ
に
」避
難

す
る
か
、あ
ら
か
じ
め
整
理
す
る
た
め
、

各
自
が
作
成
。通
称「
わ
た
ひ
な
」。

わ
た
し
の
避
難
計
画

用
語
解
説

「わたしの避難計画」作成フォーム例

盛
土
条
例
施
行
後
の
状
況
と
今
後
の
対
応

条
例
施
行
１
年
経
過
後
の
現

状
認
識
と
条
例
運
用
か
ら
派

生
し
た
諸
課
題
へ
の
対
応
は
。

条
例
施
行
に
合
わ
せ
設
置
し

た｢

盛
り
土
１
１
０
番｣

に
寄

せ
ら
れ
た
通
報
の
う
ち
不
適
切
盛

り
土
に
つ
い
て
は
、
迅
速
な
是
正

指
導
に
よ
り
直
ち
に
土
砂
の
搬
入

を
停
止
さ
せ
た
。
市
町
及
び
警
察

と
の
連
携
を
強
化
し
悪
質
な
事
業

者
に
対
応
す
る
こ
と
で
大
き
な
抑

制
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。
運
用
面

で
は
、
土
壌
分
析
調
査
の
簡
素
化

や
県
内
８
土
木
事
務
所
へ
の
窓
口

設
置
な
ど
、
条
例
の
目
的
を
損
な

う
こ
と
な
く
、
よ
り
円
滑
に
施
行

で
き
る
よ
う
運
用
の
改
善
を
図
る
。

Q

Q Q

Q

Q

Q

A

A A

A

A

A

盛り土110番への通報を受け
現地を確認している様子

観光アプリTIPSの画面

県議会だよりには「点字版」と「音声版」もありますので、希望される方は、県議会事務局政策調査課（054-221-2559）までご連絡ください。県健康福祉センター、市町福祉担当部署などにも配付してありますので、
ご利用ください。県議会だよりは、各定例会（２月・６月・９月・12月）閉会日の約１カ月後の日曜日に発行します。次回発行予定は令和5年11月です。

総
務
委
員
会

知
事
の
給
与
返
上
発
言
に
関

し
、
返
上
し
な
か
っ
た
理
由

及
び
知
事
か
ら
の
相
談
の
有
無
は
。

知
事
自
身
が
熟
慮
し
た
結
果
、

常
に
辞
職
勧
告
決
議
を
突
き

つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
肝
に
銘

じ
な
が
ら
、
県
民
全
て
の
た
め
に

公
人
と
し
て
職
責
を
果
た
す
べ
き

と
判
断
し
た
と
認
識
し
て
い
る
。

事
務
方
へ
の
相
談
は
な
か
っ
た
が
、

知
事
に
対
し
て
積
極
的
に
進
言
を

行
わ
な
か
っ
た
点
は
配
慮
が
足
り

な
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

危
機
管
理
く
ら
し
環
境
委
員
会

地
震
・
津
波
対
策
の
今
後
の

取
り
組
み
は
。

今
年
度
か
ら
地
震
・
津
波
対

策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
２
３
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

新
た
な
目
標
で
あ
る
想
定
犠
牲
者

の
９
割
減
災
を
目
指
し
、「
わ
た
し

の
避
難
計
画
」
の
全
県
民
へ
の
普

及
な
ど
を
通
じ
て
早
期
避
難
意
識

の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
被
災
者
の
健
康
被
害
を
最
小

化
す
る
た
め
、
避
難
環
境
の
質
の

確
保
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

文
化
観
光
委
員
会

黄
金
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
観
光
誘
客
の
取

り
組
み
は
。

静
岡
、
山
梨
、
長
野
、
新
潟

の
四
県
が
一
体
と
な
り
、
金

山
や
金
を
テ
ー
マ
に
域
内
の
周
遊

促
進
を
図
る
。
高
速
道
路
が
乗
り

放
題
と
な
る
ド
ラ
イ
ブ
プ
ラ
ン
の

販
売
、
御
朱
印
や
御
城
印
な
ど
を

収
集
す
る
旅
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

を
実
施
す
る
。
周
遊
観
光
ル
ー
ト

の
開
発
や
旅
行
商
品
の
造
成
、
旅

番
組
の
製
作
に
も
取
り
組
む
。

厚
生
委
員
会

医
学
修
学
研
修
資
金
を
利
用

し
た
学
生
が
卒
業
後
県
内
病

院
に
勤
務
す
る
こ
と
で
返
還
免
除

と
な
る
制
度
の
効
果
は
。

免
除
の
対
象
と
な
る
病
院
は

公
的
病
院
だ
け
で
な
く
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
等
を
含
め
た
民
間

病
院
に
も
拡
充
し
て
お
り
、
現
在

55
病
院
で
あ
る
。
ま
た
、
浜
松
医

科
大
学
等
と
調
整
し
、
医
師
少
数

区
域
へ
の
勤
務
を
促
す
な
ど
医
師

不
足
お
よ
び
医
師
偏
在
の
解
消
に

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

産
業
委
員
会

新
食
肉
セ
ン
タ
ー
整
備
計
画

で
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
を
採
用
し
た

目
的
お
よ
び
効
果
は
。

操
業
し
て
い
る
現
食
肉
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
内
で
、
衛
生
状

況
を
確
保
し
な
が
ら
行
う
難
易
度

の
高
い
新
築
、
増
改
築
工
事
で
あ

り
、
国
の
事
業
要
件
で
あ
る
工
期

等
の
多
く
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
を
採
用
し
た
。

事
業
の
設
計
段
階
か
ら
施
工
者
の

技
術
力
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
コ

ス
ト
縮
減
と
工
期
短
縮
を
図
る
。

建
設
委
員
会

伊
豆
中
央
道
と
修
善
寺
道
路

の
料
金
徴
収
の
延
長
理
由
は
。

無
料
化
に
伴
う
交
通
量
増
加

に
よ
る
渋
滞
や
経
年
劣
化
に

よ
る
大
規
模
修
繕
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
料
金
徴
収
期
限
を
延
長

す
る
。
あ
わ
せ
て
有
料
道
路
事
業

を
活
用
し
た
静
浦
バ
イ
パ
ス
の
整

備
に
よ
り
交
通
分
散
を
図
り
、
伊

豆
縦
貫
自
動
車
道
の
一
部
の
役
割

を
担
う
道
路
と
し
て
高
速
性
、
定

時
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
適

切
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

文
教
警
察
委
員
会

「
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移

動
等
の
円
滑
化
の
た
め
に
必

要
な
信
号
機
等
の
基
準
を
定
め
る

条
例
」
の
改
正
内
容
と
そ
の
周
知

方
法
は
。

道
路
交
通
法
の
改
正
に
伴
い
、

最
高
速
度
が
時
速
６
キ
ロ
以

下
で
走
行
す
る
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
等
が
、
歩
車
分
離
式
信
号
機
の

歩
行
者
用
信
号
に
従
い
歩
道
を
通

行
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
販
売
業

者
等
と
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
通
行
方
法
を
周
知
す
る
。

ピックアップ委員会　〜常任委員会での質問と答弁から〜

県議会だより（２月定例会号）に
寄せられたご意見

●	保育園の事故を聞くたびに心が痛みま
す。保育士は日々子どもの安全と健やか
な成長を願って頑張っていますが、配置基
準がずっと以前のもので現状にあってい
ないと思います。保育現場の労働環境改
善は急務ですね。

●	定員割れ高校が増えている中、地域の特
色を生かした高校にしていく案は、過疎地
域に住む人間にとって本当に安心して生
活できる手段ですね。若い人達がいる事
により、街も活性化されます。少し希望が
持てました。

A QA QA Q

A Q

A Q

A QA Q

※日程は、今後変更になる場合があります。
本会議、委員会ともに県庁本館４階で傍聴できます。

開会　　　　９月21日
質問　　　　９月２6日・２7日・28日
　　　　　　29日・１０月2日
常任委員会　１０月4日・5日・6日
閉会　　　　１０月13日

9月定例会

傍聴案内動画

本会議・委員会を傍聴しませんか

日程および傍聴に関する問い合わせ先
県議会事務局議事課　ＴＥＬ	054-221-3481（                                    ）

新食肉センター
イメージ



静 岡 県 議 会 だ よ り （６月定例会号）　令和 5年 8月 20日（日）　第 122号 4

県議会に対するご意見をお寄せください。
《あて先》 〒420-8601　静岡市葵区追手町９－６   静岡県議会事務局政策調査課　TEL:054-221-2388　FAX:054-221-3572　Eメール:gikai_chousa@pref.shizuoka.lg.jp　

※Twitterは、7月24日にブランド名がXに変更されました。　※本紙は再生紙を使用しています。 

QQ県議会クイズ県議会クイズ
《問題》
６月定例会では、今後起こりうる災害に備えて、県民一人一人
が「どのタイミング」で「どこに」避難するかを事前に整理する
ため作成する「〇〇〇の避難計画」の普及に向けた取り組み
について質問がありました。

《応募要領等》
　①答え②住所・氏名・年齢・電話番号を明記の上、③県議会だ
よりのご感想や県議会へのご意見を添えて、９月４日（月）までに
下記の政策調査課あてに、ハガキ、ＦＡＸ、Ｅメール又は応募フォー
ムでご応募ください。
　正解者の中から抽選で20名の方に、「静岡県産 ゆら早生みかん 
５kg」をお送りいたします。
　なお、当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※個人情報は商品の発送と読者層の調査のために使用します。
■クイズ景品のご紹介

「ゆら早生みかん」は、９月下旬～11月
上旬に収穫される極早生みかん。見た
目は青くても中身は熟していて、濃厚
な甘みとコクの中に爽やかな酸味も感
じられる、ジューシーで味の濃いみか
んです。今回は静岡県産のゆら早生み
かんをお届けします。

※○に該当するひらがな３文字をお答えください。
（ヒントは 2 面にあります）

静岡県産 ゆら早生みかん ５kg

応募フォームプ レ ゼ ン ト 付

★
あ
な
た
の
作
品
が
県
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
を
飾
り
ま
す
★

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
４
２
０
‐
８
６
０
１　

静
岡
市
葵
区
追
手
町
９
番
６
号

静
岡
県
議
会
事
務
局  

政
策
調
査
課

電
話
番
号　
０
５
４
‐
２
２
１
‐
２
３
８
８

■
発
表

令
和
６
年
３
月
に
入
賞
者
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、「
静
岡
県
議
会
だ
よ
り
」お
よ
び
静
岡
県
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

■
締
め
切
り

令
和
６
年
１
月
31
日（
水
） 

※
当
日
消
印
有
効  

「
静
岡
県
の
四
季
」（
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
の

自
然
、く
ら
し
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
、静
岡
県

内
の
四
季
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
）

■
テ
ー
マ

令
和
５
年
度

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

■
注
意
事
項

●
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、撮
影
者
に
帰
属
し
ま
す
。

● 

被
写
体
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
写
真
に
つ
い
て

は
、入
賞
し
た
場
合
に「
静
岡
県
議
会
だ
よ
り
」

お
よ
び
静
岡
県
議
会
の
各
種
広
報
へ
掲
載
さ
れ

る
旨
の
了
解
を
撮
影
者
に
お
い
て
事
前
に
得
て

く
だ
さ
い
。

● 

静
岡
県
議
会
は
、入
賞
作
品
を「
静
岡
県
議
会

だ
よ
り
」お
よ
び
静
岡
県
議
会
広
報
の
た
め
、

静
岡
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
印
刷
物
等

で
、優
先
的
に
使
用
す
る
権
利
を
２
年
間
を
限

度
に
保
有
し
ま
す
。使
用
に
当
た
っ
て
は
撮
影

者
の
氏
名
を
表
示
し
ま
す
。

● 

静
岡
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
た
入
賞

作
品
に
つ
い
て
は
、閲
覧
者
に
対
し
個
人
利
用

の
範
囲
に
お
け
る
使
用
を
認
め
ま
す
。 

● 

入
賞
作
品
は
、後
日
、撮
影
原
版（
ネ
ガ
ま
た
は

ポ
ジ
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
場
合
は
画
像
デ
ー

タ
）を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

● 

入
賞
作
品
の
撮
影
原
版（
ネ
ガ
ま
た
は
ポ
ジ
）

は
、静
岡
県
議
会
の
使
用
期
間
満
了
後
、入
賞

者
に
返
却
し
ま
す
。デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
画
像

デ
ー
タ
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
応
募
作
品
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
賞●特

選
４
点（
各
部
門 

１
点
ず
つ
）

　
「
静
岡
県
議
会
だ
よ
り
」の
表
紙
に
掲
載
し
ま
す
。

●
入
選
８
点（
各
部
門 

２
点
ず
つ
）

　
「
静
岡
県
議
会
だ
よ
り
」に
掲
載
し
ま
す
。

※
入
賞
者
に
は
賞
状
と
副
賞
を
授
与
。

■
募
集
部
門

春
、夏
、秋
、冬
の
４
部
門

■
応
募
方
法

●
四
つ
切
ま
た
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

　
※
写
真
の
向
き
は
横
の
み

● 

お一人
４
点
以
内
で
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

● 

作
品
ご
と
に
、タ
イ
ト
ル
、撮
影
場
所
、応
募
す

る
部
門
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、学
生
の
場

合
は
学
校
名
を
紙
に
記
入
し
、作
品
の
裏
面
に

貼
っ
て
く
だ
さ
い
。（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
対
象

静
岡
県
内
在
住
ま
た
は
静
岡
県
内
の
学

校
に
通
学
し
て
い
る
高
校
生
相
当
年
齢

の
生
徒

令
和
５
年
度

題
字
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

■
応
募
方
法

●
書
道
用
紙（
縦
34.5㎝
×
横
136㎝
） 

　
※
半
切
サ
イ
ズ
で
横
書
き
と
す
る
。

●
毛
筆
で
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

●
書
体
は
自
由
。

●
行
数
の
指
定
な
し
。

●
氏
名
、電
話
番
号
、学
校
名
、学
年
を
記
入
し
た

　
応
募
票（
別
様
式
）を
作
成
し
、作
品
の
右
下
に

　
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
応
募
票
の
様
式
は
静
岡

　
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
し
て
く
だ
さ

　
い
。）

■
注
意
事
項

●
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、作
成
者
に
帰
属
し
ま
す
。

● 

静
岡
県
議
会
は
、入
賞
作
品
を「
静
岡
県
議
会

だ
よ
り
」お
よ
び
静
岡
県
議
会
広
報
の
た
め
の

各
種
印
刷
物
等
で
、優
先
的
に
使
用
す
る
権
利

を
２
年
間
を
限
度
に
保
有
し
ま
す
。使
用
に
当

た
っ
て
は
作
成
者
の
学
校
名
、氏
名
を
表
示
し

ま
す
。

●
応
募
作
品
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
賞●特

選
４
点

　
「
静
岡
県
議
会
だ
よ
り
」の
表
紙
に
題
字
と
し
て

　
掲
載
し
ま
す
。

●
入
選
４
点

　
「
静
岡
県
議
会
だ
よ
り
」に
掲
載
し
ま
す
。

※
入
賞
者
に
は
賞
状
と
副
賞
を
授
与
。

■
課
題

「
し
ず
お
か
県
議
会
だ
よ
り
」ま
た
は

「
静
岡
県
議
会
だ
よ
り
」

（
右
記
２
つ
の
横
書
き
に
限
り
ま
す
。）

題
字
・
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

共
通
事
項

令
和
４
年
度

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

 「
夏
の
部
」入
選
作
品

「
メ
ロ
ン
の
街
を
通
過
」

撮
影
者
／
塚
本
三
千
夫
さ
ん（
袋
井
市
）

撮
影
地
／
袋
井
市

「
旅
の
思
い
出
」

撮
影
者
／
大
塚
美
代
子
さ
ん（
静
岡
市
葵
区
）

撮
影
地
／
賀
茂
郡
西
伊
豆
町

静岡県議会ではTwitterを開設し、最新の情報をお届けしています。

10月１日（日）まで、フォローキャンペーンを実施中です！
応募者の中から抽選で20名の方に「静岡抹茶バウムクーヘンCHIYOの和」を
プレゼントします。ぜひご参加ください！

①県議会公式Twitter（@gikai_shizuoka）をフォロー
②フォローキャンペーンの対象ツイートをリツイート応募方法

県議会公式Twitterフォローキャンペーン
▶︎
静
岡
抹
茶

　
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン

　
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
の
和

詳しくは
こちらから

総　務
定数10人

危機管理
くらし環境
定数10人

文化観光
定数９人

厚　生
定数10人

産　業
定数10人

建　設
定数9人

文教警察
定数10人

○望月香世子②
（静岡市清水区）

○勝俣　昇②
（御殿場市・小山町）

○野田治久③
（伊豆市）

○大石健司②
（牧之原市・吉田町）

○坪内秀樹③
（清水町）

○小沼秀朗②
（掛川市）

○藤曲敬宏③
（熱海市）

土屋源由④
（伊豆の国市）

岩田徹也①
（函南町）

鳥澤由克④
（裾野市）

加藤祐喜①
（長泉町）

中田次城④
（伊東市）

加畑　毅①
（下田市・賀茂郡）

和田篤夫④
（御殿場市・小山町）

竹内良訓⑤
（浜松市中区）

四本康久④
（富士宮市）

中沢公彦⑤
（浜松市東区）

鈴木利幸⑦
（浜松市北区）

河原﨑全①
（御前崎市）

江間治人③
（磐田市）

川崎和子①
（磐田市）

◎市川秀之②
（浜松市浜北区）

◎西原明美②
（藤枝市）

◎鈴木啓嗣②
（浜松市西区）

◎大石哲司④
（浜松市東区）

◎阿部卓也⑤
（浜松市浜北区）

◎木内　満③
（富士宮市）

◎伊丹雅治②
（三島市）

天野　一⑩
（静岡市葵区）

鈴木澄美④
（富士市）

佐地茂人④
（静岡市駿河区）

宮沢正美⑤
（三島市）

杉山盛雄⑦
（沼津市）

植田　徹⑧
（富士市）

河原崎聖③
（島田市・川根本町）

落合愼悟⑤
（藤枝市）

天野多美子①
（静岡市葵区）

増田享大④
（掛川市）

赤堀慎吾①
（菊川市）

中谷多加二⑧
（浜松市天竜区）

良知淳行④
（焼津市）

相坂摂治④
（静岡市駿河区）

早川育子⑥
（富士市）

山本彰彦①
（静岡市葵区）

塚本　大③
（焼津市）

伊藤謙一①
（袋井市・森町）

○沢田智文②
（磐田市）

○杉本好重②
（浜松市中区）

○伊藤和子②
（袋井市・森町）

○牧野正史②
（静岡市駿河区）

○杉山　淳②
（静岡市駿河区）

○飯田末夫②
（浜松市南区）

○良知駿一②
（浜松市北区）

曳田　卓④
（沼津市）

田内浩之④
（湖西市）

佐野愛子⑥
（藤枝市）

小長井由雄⑥
（静岡市葵区）

遠藤行洋③
（静岡市葵区）

伴　　卓③
（富士市）

田中照彦①
（浜松市中区）

鈴木唯記子①
（浜松市中区）

松井優介①
（静岡市清水区）

桜井勝郎③
（島田市・川根本町）

盛月寿美④
（静岡市清水区）

山本隆久②
（浜松市南区）

委 員 会 の 新 し い 構 成委 員 会 の 新 し い 構 成 常任委員会（◎印は委員長　○印は副委員長　氏名の後の○数字は期数　（　　）内は選挙区）
　 ＝自民改革会議　　 ＝ふじのくに県民クラブ　　 ＝公明党静岡県議団　　 ＝無所属自 ふ 公 無

定数11人

議会運営委員会
（◎印は委員長　○印は副委員長）

和 田 篤 夫
曳 田 　 卓
勝 俣 　 昇
小 沼 秀 朗
小長井由雄
盛 月 寿 美

◎
○

佐 地 茂 人
坪 内 秀 樹
望月香世子
鈴 木 利 幸
伊 藤 和 子

○

地域公共
交通対策
定数10人

子どもの
孤立対策
定数10人

特別委員会
（◎印は委員長　○印は副委員長）

鳥 澤 由 克
鈴 木 啓 嗣
天 野 　 一
伴 　 　 卓
沢 田 智 文

◎
○

佐 地 茂 人
勝 俣 　 昇
望月香世子
佐 野 愛 子
早 川 育 子

○

宮 沢 正 美
阿 部 卓 也
相 坂 摂 治
杉 本 好 重
良 知 駿 一

◎
○

坪 内 秀 樹
藤 曲 敬 宏
西 原 明 美
飯 田 末 夫
牧 野 正 史

○

自

ふ

自

ふ

自

自

自

自

自

自

自自

自

自

自

自

自

ふ

公

公ふ

ふ

ふ

自

自

自

自

自

自

自

自

自

自

自

自

自

自

自

自 自

自

自

自

自

自

ふ

ふ

自

自

自

ふ

ふ

ふふ

ふ

公

田口　章④
（浜松市西区）

ふ

蓮池章平⑦
（沼津市）

公

無無

ふ

ふ

無

ふ

無

無

公

中山真珠①
（静岡市清水区）

無


